
                                 総務部事業課 

 

○公営競技事業特別会計の繰上充用処理に伴う平成２３年度予算の補正について 

 
１ 平成２２年度公営競技事業特別会計の歳入欠陥 

  東日本大震災の影響を受け３月１３日から３１日までの間、ボートレースの開催が

全国的に中止となり、びわこボートにおいても本場開催を１０日間、場間場外発売業

務受託事業を１５日間中止したほか、ボートピア京都やわたでも１９日間舟券発売が

中止となりました。このことから、収益が約８０百万円あまり減少し、一般会計への

繰出し（１０百万円）をとりやめてもなお、歳出額が歳入額を７０百万円あまり上回

る決算となることが見込まれます。 
 
  ・平成２２年度公営競技事業特別会計予算、決算見込      （単位：千円） 

歳入 予算 A 決算見込 B 差引 B-A 

 公営競技事業収入 

 使用料及び手数料 

 財産収入 

 繰越金 

 諸収入 

 繰入金 

26,293,026 

    23,720 

       183 

    59,930 

24,544,277 

    50,000 

 24,676,871 

      23,720 

         183 

      59,930 

 22,141,864 

      50,000 

△1,616,155 

       － 

      － 

      － 

△2,402,413 

      － 

 歳入合計  50,971,136  46,952,568 △4,018,568 

歳出 予算 A 決算見込 B 差引 B-A 

 公営競技事業費・経営費 

 公営競技事業費・開催費 

 （うち一般会計繰出金） 

 公債費 

 予備費 

   147,248 

  50,399,787 

    （10,000）

   419,101 

       5,000 

   144,966 

 46,459,701 

    （－）

   418,401 

          － 

△    2,282 

△3,940,086 

（△   10,000） 

△   700 

△    5,000 

 歳出合計  50,971,136  47,023,068   △3,948,068 

  歳入 － 歳出      －  △  70,500  △   70,500 

 
２ 会計上の対応 

  地方自治法施行令第１６６条の２に基づき平成２３年度の歳入を平成２２年度の歳

入不足に充てる繰上充用の処理をすることとし、平成２２年度出納整理期間中に平成

２３年度予算の補正をする必要があります。 
 

●地方自治法施行令 （抜粋） 
第１６６条の２ 会計年度経過後にいたって歳入が歳出に不足するときは、翌年

度の歳入を繰り上げてこれに充てることができる。この場合においては、その

ために必要な額を翌年度の歳入歳出予算に編入しなければならない。 



３ 繰上充用金の財源（平成２３年度補正予算案） 

  繰上充用金（70,500千円）のほか、当初予算の歳入に見込んでいた繰越金（30,000
千円）も見込めなくなることから、これら財源を捻出する必要がありますが、全国の

ボートレース場において、平成２３年３月１３日から３１日までの間に開催中止とし

ましたボートレースにあっては、平成２３年度中に限りその中止した日数分を代替開

催することが国土交通省および中央団体において認められております。 
このことから、本県において同期間中に開催を中止した１０日分を平成２３年度中

に代替開催することとし、その収益（46,102千円）と歳出予算の削減（52,088千円）
等によって繰上充用金の財源を捻出することとします。 
なお、代替開催を実施しない場合は、開催中止となったレースに出場予定であった

選手に対し、当該レースの賞金総額の８０％（約３２百万円）の補償金として支出が

発生してしまいますので、１０日分の代替開催を行うことにより収益確保に努めるこ

とが望ましいと考えております。 
 
・平成２３年度公営競技事業特別会計補正予算案の概要     （単位：千円） 
歳入 当初予算額 

 C 

補正予算額 

 D 

補正後予算額 

C+D 

 公営競技事業収入 

 財産収入 

 繰越金 

 諸収入 

25,283,210 

       197 

    30,000 

28,972,873 

761,385 

       △177 

    △30,000 

  △167,208 

26,044,595 

       20 

      － 

28,805,665 

 歳入合計  54,310,000  564,000  54,874,000 

歳出 当初予算額 

 C 

補正予算額 

 D 

補正後予算額 

C+D 

 公営競技事業費・経営費 

 公営競技事業費・開催費 

 （うち一般会計繰出金） 

 繰上充用金 

   145,849 

  53,701,093 

    （50,000）

     － 

     △177 

    493,677 

    （－）

70,500 

   145,672 

  54,194,770 

    （50,000） 

  70,500 

 歳出合計  54,310,000  564,000  54,874,000 

 
・繰上充用金の財源 

収益 E-F （ 歳入  E － 歳出  F ）

①レースの代替開催による収益 46,102 （ 765,392 － 719,290 ）

②場間場外発売受託事業 2,190 （ △171,335 － △173,525 ）

③既定経費の節減（見直し） 52,088 （ － － △ 52,088 ）

④広告料収入の確保 116 （ 116 －     － ）

⑤雑入（雇用保険料収入、預金利子） 4 （ 4 －     － ）

繰越金 △ 30,000 （ △ 30,000 －     － ）

合  計 70,500     


